
大項目 小項目

教科指導力の
向上

学習意欲を喚起する授業展開を
工夫し、基礎学力の定着を図
る。

・研究授業や公開授業を毎学期
実施し、合評会や研究協議を行
い、相互に研鑽する。また、参
観を積極的に促す。

Ｂ

本校での公開授業週間では、各教科の
先生方を中心に参観がなされた。ま
た、近隣の中学校や高校での公開授業
にも参加した。

生徒指導力の
向上

生徒一人一人の理解に努め、人
格形成を支援する。

・中学校との連携強化、生徒情
報の共有、カウンセリングマイ
ンドの養成。

Ａ

担任や副担任をはじめ、各学年で教育
的愛情を持って、粘り強い指導ができ
ている。しかし、整容や生活面で再々
注意をしなければならない生徒もいる
のが現状である。生徒自身が納得し理
解して対処できるよう、丁寧な心の教
育が必要である。

保護者との信
頼関係の構築

保護者と積極的にコミュニケー
ションを図り、信頼を得られる
よう、教育実践を使命感を持っ
て行う。

・課題を先送りにせずに、迅速
かつ組織的に対応する。特に配
慮を要する生徒や困り感のある
生徒には個々に応じた誠実な対
応を心がける。

Ｂ

進んで明るく、元気な挨拶ができる生
徒が増えているが、まだまだ十分とは
言えない。保護者や地域の方々に積極
的に気持ちの良い挨拶ができるよう、
生徒会を中心とした、挨拶運動等の活
動が必要である。

開かれた
学校づく
り

保護者・地域
住民との連携

県立高校魅力創造発信事業の取
組と積極的な情報発信を行い、
魅力ある５学科の総合高校とし
ての推進を図る。また、学校行
事に保護者等に多く参加しても
らう手立てを考察し、地域関係
機関との連携に応じながら、学
校の魅力を理解してもらう。育
友会総会・学年行事等の出席率
７０％以上を目指す。

・中高連携や高大連携及び企業
間交流を実施する。
・学校の行事や学習の成果など
について、ホームページ上のブ
ログを毎日更新する。
・農産物の販売や奉仕作業な
ど、地域住民に生徒の活躍する
姿をＰＲする機会を増やす。
・各学科ごとに中学校との交流
事業を実施する。
・田んぼアートの取組
・若蔵、北稜フェアの取組

Ａ

ホームページについては随時更新し、
ブログ（北稜日記）についても生徒の
様子を日々発信できており、アクセス
も増加している。農産物の販売・田ん
ぼアートプロジェクト・地域イベント
への参加・ボランティア活動など、積
極的に地域間連携に取り組んでいる。
今後は地域住民や中学生の参加型の企
画を検討が必要である。

学習習慣
の育成

基礎学力の定
着

北稜タイムで「マナトレ」を有
効に活用し、学習に落ち着いて
取り組む雰囲気を醸成する。

・「マナトレ」を行うことで、
つまずいている部分を把握し、
学習することで基礎学力を身に
つける。
・週末には家庭学習課題を与
え、普通教科の学力向上を図
る。

Ｂ

１、２年生はマナトレに取り組み、朝
からの落ち着いた雰囲気でスタートし
ている。義務教育の内容でつまずいて
いる生徒が増えているため、さらなる
対策を検討する必要がある。３年生
は、国・数・英の３教科を中心に取り
組み、進路決定にもつながっていると
考えられる。授業が分からない生徒へは、個

別に積極的に取り組む。欠点科
目保持者をゼロに近づける。

・考査前指導、個人指導を充実
させる。
・欠点科目保持者には長期休業
中に学習会を実施して、理解力
の向上に努める。

Ｂ

考査前には、成績不良者に対し、各学
年を中心とした学習会を実施してい
る。欠点者に対しては、夏休み・冬休
みに学習会を行い、個別に指導を行っ
た。取り組む生徒の意欲をいかに出さ
せるかが今後の課題である。

発展的な学習をしようとする意
欲を喚起する。

・土曜学習会や模試・検定試験
に積極的に取り組ませる。

Ｂ

検定については、各係からの呼びかけ
に対して積極的に受験しようとする意
欲が見られる。その後の取り組みを合
格につなげていくことが今後の課題で
ある。模試や土曜学習会でも頑張る姿
が見られた。

進路意識
の啓発

進路の早期決
定と目的意識
の啓発

各学年・学科の連携と継続した
進路指導の展開と全職員による
キャリアカウンセリングの実
施。

・年間を通し職員に対するキャ
リアカウンセリングの啓発活
動。
・進学ガイダンス、職場見学、
インターンシップ、オープン
キャンパス等に積極的な参加。

Ｂ

地場企業とのマッチングセミナー等の
参加計画や進路ガイダンス等の参加を
生徒に促して進路意識の醸成に努め、
一定の効果があったと考える。ただ、
各学科との協力体制や系統立てた計画
の必要性を考えている。

進路希望
の達成

進路目標実現
の進路保障

就職・進学体制の確立と進路目
標達成１００％を目指す。

・全職員で情報の共有化を図
り、組織として進路指導にあた
る。
・受験対策のため、進路目的別
の課外とともに個別指導の充実
を図る。
・企業訪問を積極的に行い、そ
こで得た情報を生徒への指導、
支援に活かす。

Ａ

就職に関しては、非常に求人票が多
く、ほとんどの生徒が第一希望の企業
から内定をもらうことができた。就職
環境の好調も有り、一次の不調者が激
減した。指導・支援については、キャ
リアサポーターの勤務が週２～３日に
減少した影響がかなりあったと感じて
いる。進学については、今年も国公立
大学進学者を出すことができ、不調者
も少なかった。

成果と課題

熊本県立北稜高等学校　平成２９年度学校評価計画表
１　学校教育目標

　「教育は人なり」の理念のもと、「率先垂範、師弟同行」を旨として、全職員相互の研鑽及び指導法の創意工夫を図り、一人一人の生徒の健全育
成に邁進する。
　１　伝統ある校風の継承と創造　　　　　　　    ２特色ある総合高校づくり
　３　学力の充実と個に応じた進路指導　　　  ４教育環境づくりの推進
　５　人権教育の推進　　　　　　　　　　　　　　　６安全教育の推進
　７　地域社会から信頼される学校づくり

２　本年度の重点目標

　１　愛情ある生徒指導　　２　基礎学力の定着　　３　個に応じた進路指導
　４　美しい環境作り　　　　５　安全教育の推進　　６　家庭・地域社会との連携強化

３　自己評価総括表

評　価　項　目
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価

学校
経営

職員の資
質向上

学力
向上

学力の向
上

個別指導や発
展的な学習指
導の推進

キャリ
ヤ教育
（進路
指導）



大項目 小項目

清々しい整容 整容指導にかかる継続指導の対
象者をなくす。

・整容指導に対する統一した意
識を全職員が持ち、厳しい中に
も愛情を持って粘り強く指導す
る。

Ｂ

担任をはじめ各学年で愛情を持って粘
り強い指導ができている。しかし、細
かいところでの徹底ができていない生
徒も見受けられる。また保護者の理解
が難しい場面も増えているので、誠意
ある姿勢で生徒・保護者・学校が共通
認識のもと目標達成に努めたい。

マナーの向上 あいさつや目上の人への言葉遣
い・正しい道徳を身に付けさせ
る。
携帯電話の利用についてのマ
ナー向上を意識付ける。

・積極的なあいさつや公共の場
におけるマナー向上を機会ある
ごとに指導する。
・「携帯電話利用ルール五箇
条」を遵守するよう生徒会中心
に呼び掛ける。

Ｂ

生徒会による挨拶運動などを実施して
いるが、満足のいく結果にはつながっ
ていない。ＴＰＯをわきまえた言葉遣
いには課題が残る。携帯電話利用ルー
ル五箇条の周知徹底については生徒会
で方法を検討中である。ＳＮＳのトラ
ブルは減少している。

新制服着こな
しの徹底・確
立

地域の皆様から愛されるような
清々しい着こなしを目指す。

・本校の先輩方や地域の方々に
対し、学校行事等の機会に旧制
服はもちろん新制服を着こなし
ている姿をみてもらい、アピー
ルする。 Ｂ

創立70周年を機として新制服を採用し
３年目となり、完全移行した。企業様
より着こなしセミナーを実施してもら
うなどしており、ほとんどの生徒は落
ち着いた格好で学校生活を送ってい
る。少数ではあるが制服を加工するな
どの問題があるので指導したい。

人権教育の内
容の充実

人権意識の確立を促す。
授業や部活動、学校行事などの
校内での生徒との関わりのみな
らず、家庭での様子を把握し、
生徒を多面的に理解し、生徒と
向き合う時間を確保する。

・最も大切なものは授業であ
り、クラス活動や部活動、掃除
や学校行事など日々の関わりの
中で常に生徒達の人権を大切に
した関わりを積み重ねる。
・講演会や人権学習ＬＨＲを通
し、人権について考える機会を
重ねていく。

Ｂ

各学期の人権　学習LHRでは、「人権作
文」や「全国統一応募用紙の精神に学
ぶ」「言わない、書かない、提出しな
い取組」、部落問題学習(DVD視聴）、
ハンセン病問題、水俣病問題などを実
施した。それらの学びが単発で終わっ
てしまっていないか、省み、そして学
習内容を通して自らを見つめ、自分と
重ねて考える学びの構築を目指してい
きたい。

職員研修の充
実

人権・同和教育に関する研修を
通して人権感覚を磨き、人権意
識を高める。また、スクールカ
ウンセラーの協力を得て、カウ
ンセリングマインドを養う職員
研修を実施する。

・生徒に寄り添い、保護者や中
学校等関係機関と繋がり、生徒
を多面的に理解し、人権感覚を
磨くための校内研修を実施する
とともに、校外における様々な
人権教育の研修会への参加を促
す。

Ｂ

人権教育に関する校内研修（生徒理解
を含め）を年間で５回実施し、全員レ
ポート研修も実施できた。校外での研
修（６月荒玉地区人権同和教育集会、
８月玉東長洲ブロック人権同和教育
研、２月荒玉地区進路保障研）にも多
くの職員が参加できた。スクールカウ
ンセラーにはいじめ防止会議（各学期
に一度）に出席して頂き、研修を行う
ことができた。

特別支援教育
の体制づくり

心身に課題を抱える生徒の支援
を行い、学校への適応を促す。

・職員の共通理解のもと、ス
クールカウンセラーとの連携を
さらに強化し、組織的に指導で
きる体制を確立する。また、関
係機関との連携を強化する。 Ｂ

年度当初の生徒理解研修で生徒理解を
深め、支援学校からの巡回指導、ＳＣ
と校内の担当者との連携など、昨年に
続いて取り組むことができた。特別支
援コーディネーターを中心に「個別支
援（指導）計画」の作成も進めること
ができた。その活用を進めていきた
い。

いじめを早期
発見できる体
制づくり

日常生活で生徒としっかりコ
ミュニケーションをとり、生徒
の様子を的確に把握する。そし
て生徒の変化に気付き、職員間
で情報を共有し、担任を中心に
早期に対応する。

Ｂ

 
 年3回のいじめアンケート(3回目は2月末
予定)を実施し、いじめの予防、早期発見、
早期対応を心がけた。いじめ事案の件数
に変動は見られないが、担任を初めとした
複数の職員が繰り返し面談したり、当事者
同士の話し合いの場を設定したりすること
により、被害者生徒も安心して登校するこ
とができるようになった。
　

いじめを早期
解決する組織
づくり

常に最悪の事態を想定し、担
任、学年団を中心に組織的な対
応を図る。

Ａ

　各学年の担任会では週1回生徒の情報
交換を行い、学年全体で対応できた。各学
年の情報は月1回開催する人権教育推進
委員会に集約され、必要に応じて各部に
協力を要請した。また、各学期末にはス
クールカウンセラーも含めたいじめ防止対
策会議を開催し、それぞれの事案に対す
る対応について検証し、次学期に生かす
よう心がけた。

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰ
ﾙ)

防災型コ
ミュニ
ティ・ス
クールに
おける学
校運営協
議会の推
進

学校運営協議
会委員の共通
理解
学校防災マ
ニュアルの策
定

学校運営協議会の協力体制と防
災教育を確立する。
学校防災（地震・津波等）マ
ニュアルを検討する。

・学校運営協議会を年３回実施
する。
・学校防災（地震・津波等）マ
ニュアルの作成と周知を図り、
学校危機管理としての安全確認
を行う。

Ａ

　学校運営協議において、「防災意識
の高揚と地域と一体となった災害時の
連携体制の構築」及び「避難所として
学校を活用する際の地域と学校の連携
協力」等をテーマに、年３回（６月・
１０月・２月）実施することができ
た。また、今後の防災教育・ボラン
ティア活動等の推進に取組んでいきた
い。

成果と課題

評　価　項　目

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価

生徒
指導

基本的生
活習慣の
確立

人権
教育
の
推進

学校全体
で取り組
む人権・
同和教育

いじ
め防
止等

すべての
生徒に、
いじめの
ない安心
して生活
できる環
境の確立

・アンケートを年に３回実施
し、生徒状況の把握に努める。
・人権教育とリンクさせ、生徒
の心のきずなを深められるよう
な講演等を行う。
・学年団による情報交換を定例
化し、管理職に報告する。



  

　学習指導や進路指導、生徒指導や学校行事等の主な本校の教育活動に対して一定の評価をいただいた。しかしながら、保護者と生徒の関係が
複雑化し、これまでの学校側からの支援だけでは、難しい問題や課題がある。
　保護者のアンケートからは、「学校は、生徒の家庭環境の理解に努め、それらを踏まえて生徒に適切に対応している。」との問いに対し、「そう思
う」が２２．１％、「だいたいそう思う」が６２．７％、「あまりそう思わない」が１２．６％となっている。また、　「　　　学校は生徒の進路希望が達成できるよう、
適切な指導を行っている。」との問いに対し、「そう思う」が３４．５％、「だいたいそう思う」が５６．８％、「あまりそう思わない」が７．９％となっている。
このことから、保護のニーズが高い分野に概ね対応できているが、対応が不十分に感じている保護者もおられることから、一人一人を大切にしてい
く視点に立った教育をどう取り組ん行くかが今後の課題である。
　そのほか、生徒の活躍についても、各種競技大会における全国大会や九州大会への出場、各種検定資格取得へのチャレンジや各行事への積極
的な参加など伺える。しかしながら、若干名ではあるが、学習や生活面に課題を抱えている生徒をどのように導いていくかが課題である。

６　次年度への課題・改善方法
 　進路の自己実現達成へのサポートが目標である。そのためにも、基本的生活習慣の確立と基礎学力の向上が必要である。学習面については、
授業改善の視点に立った　「アクティブラーニング」等の手法を取り入れた授業の展開が必要であり、教職員の更なるスキルアップを図るための職
員研修や積極的な授業参観等が望まれる。 また、整容や挨拶の励行の徹底が必要であり、「地域に根ざし、地域から信頼される学校」を目指して
行かなければならない。
　 特に、5学科の特色ある総合高校としての魅力を中学生や保護者及び中学校関係者に、どのような方法で効果的な情報発信ができるのか、今後
の大きな課題であり、進路指導の充実や部活動の活性化、地域や中学校との連携等の積極的な推進に取り組んで行かなければならない。

４　学校関係者評価

（１）指導全般について
　①　学校評価表については、学校経営や各校務分掌等の成果と課題が丁寧に記載されており、今後に役立つ評価だと感じる。
　②　学校を評価するとき、「基礎学力」や生徒指導は、保護者や生徒にとって最も気になるところだと思う。さらに、学力向上に努められ、生徒の進
路
　　　が希望通りになるようにお願いしたい。
　③　人権教育や特別支援教育など、集団生活の中では発生しやすい状況があると思う。学校として精一杯対応されていると認識している。
　④　学校評価については、概ね良いと思う。先生方の資質・進路希望達成など素晴らしいと思う。学力の向上としてのアクティブラーニングの取り
組み
　　を推進して欲しい。
　⑤　本校において１年生の落ち着きが気になるため、指導方法の工夫改善や保護者や育友会との更なる連携を図って行くことが必要だと感じる。
　⑥　発達障害の子どもたちが増えている今、先生方の対応も大変だと思う。子ども達が社会へ出ていけるよう、今後とも取り組んで欲しい。
　⑦　いじめ防止等の取り組みについては、研究指定校ということもあり、積極的に取り組んであるのを感じる。
（２）情報発信(魅力ある学校づくり）等について
　①　県立高校魅力創造発信事業の一環としての取り組みである、キッズジョブ体験やショッピングセンターにおけるイベントなど積極的に取り組ま
れて
　　おり、学校が努力している跡がわかる。北稜高校を卒業した生徒の活躍の様子などもＰＲすると、更なる効果に繋がると思う。
　②　文武両道で、1人でも多くの生徒に部活動に加入し、充実した高校生活を過ごして欲しい。
　③　キッズジョブ体験の企画の内容は素晴らしい。今後、小・中学校をターゲットに続けるとよいと思う。
　④　ショッピングセンターでの情報発信の内容は良かったが、どれくらいの方が来られたのかを分析すると、次に繋がると思う。
　⑤　各部とも、全国大会や九州大会など出場され、頑張っている印象である。特に、北稜太鼓部は地域イベントによく参加し、地域貢献に活躍して

５　総合評価


